
看護部における
地域連携の取り組み

看護部が企画する地域公開研修の取り組み

認定看護師の在宅訪問と支援について

【看護部企画の地域公開研修】
 年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度（12月末）  
 参加者数（名） 2名 32 名 95 名 357名 364名 278名

2

巻頭言巻頭言　

「かざぐるま」 第２５号の発刊にあたり、連携施設の皆様方へご挨拶申し上げます。
日頃より、市立札幌病院へのご理解と温かいご支援をいただき感謝申し上げます。今回は、地域連携推進の一端を担う看護部

の取り組みについてご紹介させていただきます。

地域と共に看護の質の向上を目指すという方針のもとで、平成２１年度より当院が企画する研修会を公開してまいりました。初年度の
参加者は、看護研究発表会に２名でしたが、年々増加し平成２６年１２月末には延べ１，１２８名の方々の参加をいただき、共に学びの場を
共有することができました(下表参照)。今年度４月に開催した看護教育講演会「社会人基礎力」には、「今時の新人看護師」を理解しようと
９０名の参加をいただきました。また、平成２４・２５年度に開催した退院支援講演会では、１人の患者さんについて当院の入院・外来看護
師・訪問看護師さんがそれぞれの立場で実践報告を行い地域連携の重要性を再確認することができました。改めて、多くの方々と共に学
び互いを理解し合えることに感謝申し上げます。
これからも、時代背景やニーズをいち早く受け止め、多くの方々と学習していける環境を整備していきたいと考えております。

当院では、平成２４年度から認定看護師(皮膚排泄ケア看護認定看護師)による
電話相談と在宅訪問によるケアの支援を行っております。電話相談では、ケアや
処置内容の確認、状態変化時の対応についての相談が多くあり、在宅訪問では、
訪問看護ステーションの看護師さんと共に訪問し、再発した褥瘡や排便コント
ロール・下肢の浮腫及び褥瘡に対するケア等、患者さんとご家族、訪問看護ス
テーションの看護師さんへ個別対応をさせていただいております。認定看護師
の訪問については可能な限り調整し対応したいと考えておりますので、お困りの
ことがございましたらご相談いただければと思います。
また、認定看護師が開催するセミナーを年４回実施しておりますので、こちらへ
の参加もお待ちしております。
患者さんが住み慣れた地域で安心して治療が継続できるように、共に学び「顔

の見える看看連携の充実を図る」ことをモットーに取り組みを充実させていきた
いと考えております。これからもよろしくお願いいたします。

市立札幌病院
副院長

近藤　ときえ

■CNのメンバー

平成26年度開催CNセミナー
回

第1回

第2回

第3回

第4回

月日

  
7月  4日（金）

  9月19日（金）

11月21日（金）

  2月20日（金）

認定看護師分野
がん性疼痛看護
がん化学療法看護
皮膚排泄ケア
手術看護
小児救急看護
新生児集中ケア
糖尿病看護
透析看護

テーマ
がん患者における神経障害性疼痛

～痛みのメカニズムと疼痛マネジメント～

術中・術後の褥瘡予防ケア

小児・新生児の心肺蘇生

糖尿病合併症患者の看護

 

表１．平成２６年度モーニングレクチャー開催日程
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TOPICSTOPICS

臨床研修センター長

甲谷　哲郎臨床研修センター経過報告

臨床研修センターは、研修医により密着してサポートする組織として、平成２６年４月１日に発足しました。早いもので、もうすぐ１年を
迎えます。本稿では臨床研修センターの経過についてご報告をいたします。

　ご存知のように、平成１６年より卒後臨床研修が義務化されています。その目標は、「将来専門とする分野に関わらず、一般的な診
療において頻繁に関わる負傷または疾病に適切に対応できるよう、プライマリ・ケアへの理解を深め、基本的な臨床能力を習得する」と
いうことです。当院のプログラムでは、１年次の「内科系（６か月）」、「救急（３か月）」、そして２年次の「地域医療（１か月）」が基本必修
科目です。「麻酔科」、「小児科」、「産婦人科」、「精神科」、「外科系診療科」が１、２年次の準必修科目です。加えて、当院のすべての
診療科目を自由に選択できるプログラムとしています。

各臓器病態別の専門診療科研修に加えて、一般外来や病棟での救急患者に対応できる新たな育成システムを開始し、そのために６
月より、外来１階に臨床研修センター専用診察室を設置しました。具体的には、各科ローテーションと並行して、研修センター指導医と
研修医がペアになり、以下の診療を実施しています。
・日中受付時間外の外来患者、時間内受診でも担当診療科が特定できない患者
・外来処置室で状態が悪い患者や病棟で状態が悪化した患者（院内１１９番）
以上により、将来どの科に進むとしても、主訴や受診動機から問題点を抽出し、重症度を適切に判断し、専門診療科へつなぐというプ

ライマリ・ケア能力を高めることを目標としています。

初期研修医のためのセミナー・勉強会についてご紹介いたします。まず、モーニングセミナーですが、月曜日（隔週）朝７：３０～、各診
療科持ちまわりで、研修医が必要とする実践的な内容の講義が行われています（表１）。さらに最近、毎週木曜日に、「木曜日夜の臨床
講座」が開始され、指導医ばかりでなく、研修医自らの発表もあり、幅広い話題を網羅するようにしています（表２）。また、毎週金曜日昼
には、「金曜昼の振返りセミナー」が開催されています（表３）。ここでは研修医が自ら経験した症例を持ち寄り、その経験を研修医全員
で共有することを目的にしています。

１．臨床研修とはなにか：当院の研修プログラムの特徴

２．臨床研修センターにおける診療の開始

３．臨床研修センターにおけるセミナー・勉強会の紹介


